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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを処理する方法であって、
　ビデオシーケンスの符号化ピクチャを備えるコード化ビデオシーケンスを受信すること
と、
　タイムスケールを提供する前記コード化ビデオシーケンスによって参照されるビデオパ
ラメータセット（ＶＰＳ）シンタックス構造中の第１のシンタックス要素と、クロックテ
ィック中のユニットの数を提供する前記ＶＰＳシンタックス構造中の第２のシンタックス
要素とを含む前記コード化ビデオシーケンスについてのタイミングパラメータを受信する
ことと、
　を備え、前記ＶＰＳシンタックス構造中に前記第１および第２のシンタックス要素が含
まれる場合、前記ＶＰＳシンタックス構造は、復号順序で、前記コード化ビデオシーケン
ス中の第１のピクチャではない、前記コード化ビデオシーケンス中の各ピクチャについて
のピクチャ順序カウント（ＰＯＣ）値が、前記コード化ビデオシーケンス中の前記第１の
ピクチャの出力時間に関して、ピクチャの出力時間に比例するかどうかを示すフラグを含
み、
　シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）シンタックス構造中に前記第１および第２のシ
ンタックス要素を含む場合、前記ＳＰＳシンタックス構造は、前記フラグを含む、
　方法。
【請求項２】
　前記コード化ビデオシーケンスについての前記タイミングパラメータを受信することは
、前記タイムスケールとクロックティック中の前記ユニットの数とを、前記ＶＰＳシンタ
ックス構造中で受信することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第１のシンタックス要素は、vps_time_scaleシン
タックス要素を備え、前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第２のシンタックス要素はvp
s_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
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請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記コード化ビデオシーケンスについての前記タイミングパラメータを受信することは
、前記タイムスケールとクロックティック中の前記ユニットの数とを、前記ＳＰＳシンタ
ックス構造の前記ＶＵＩ部中で受信することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前記第１のシンタックス要素は、sps_
time_scaleシンタックス要素を備え、前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前
記第２のシンタックス要素は、sps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第１および第２のシンタックス要素は、前記ＶＰ
Ｓシンタックス構造に組み込まれた、仮想参照復号器（ＨＲＤ）パラメータのシンタック
ス構造中でシグナリングされない、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前記第１および第２のシンタックス要
素は、前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部に組み込まれた、仮想参照復号器（Ｈ
ＲＤ）パラメータのシンタックス構造中でシグナリングされない、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記コード化ビデオシーケンスを受信することは、前記符号化ピクチャの表現を形成す
るビットのシーケンスを備えるコード化ビットストリームを受信することを備え、方法は
、
　前記タイムスケールおよびクロックティック中の前記ユニットの数によって少なくとも
部分的に定義される、コード化ピクチャバッファおよび復号ピクチャバッファのビデオバ
ッファリングモデルへの、前記コード化ビットストリームの準拠を検証することをさらに
備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記タイミングパラメータは、仮想参照復号動作についてのタイミングパラメータを備
える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ビデオデータを符号化する方法であって、
　符号化ピクチャを備えるコード化ビデオシーケンスを生成するように、ビデオシーケン
スのピクチャを符号化することと、
　タイムスケールを提供する前記コード化ビデオシーケンスによって参照されるビデオパ
ラメータセット（ＶＰＳ）シンタックス構造中の第１のシンタックス要素と、クロックテ
ィック中のユニットの数を提供する前記ＶＰＳシンタックス構造中の第２のシンタックス
要素とを少なくとも部分的にシグナリングすることによって、前記コード化ビデオシーケ
ンスについてのタイミングパラメータをシグナリングすることと
を備え、前記ＶＰＳシンタックス構造中に前記第１および第２のシンタックス要素が含ま
れる場合、前記ＶＰＳシンタックス構造は、復号順序で、前記コード化ビデオシーケンス
中の第１のピクチャではない、前記コード化ビデオシーケンス中の各ピクチャについての
ピクチャ順序カウント（ＰＯＣ）値が、前記コード化ビデオシーケンス中の前記第１のピ
クチャの出力時間に関して、ピクチャの出力時間に比例するかどうかを示すフラグを含み
、
　シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）シンタックス構造中に前記第１および第２のシ
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ンタックス要素を含む場合、前記ＳＰＳシンタックス構造は、前記フラグを含む、
　方法。
【請求項１１】
　前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第１のシンタックス要素は、vps_time_scaleシン
タックス要素を備え、前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第２のシンタックス要素は、
vps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前記第１のシンタックス要素は、sps_
time_scaleシンタックス要素を備え、前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前
記第２のシンタックス要素は、sps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第１および第２のシンタックス要素は、前記ＶＰ
Ｓシンタックス構造に組み込まれた、仮想参照復号器（ＨＲＤ）パラメータのシンタック
ス構造中でシグナリングされない、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前記第１および第２のシンタックス要
素は、前記ＳＰＳシンタックス構造に組み込まれた、仮想参照復号器（ＨＲＤ）パラメー
タのシンタックス構造中でシグナリングされない、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記符号化ピクチャの表現を形成するビットのシーケンスを備えるコード化ビットスト
リームを生成することをさらに備え、
　前記タイミングパラメータは、前記コード化ビットストリームの準拠を検証するための
、コード化ピクチャバッファおよび復号ピクチャバッファのビデオバッファリングモデル
を少なくとも部分的に定義する、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記タイミングパラメータは、仮想参照復号動作についてのタイミングパラメータを備
える、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　ビデオデータを処理するためのデバイスであって、
　プロセッサを備え、前記プロセッサは、
　ビデオシーケンスの符号化ピクチャを備えるコード化ビデオシーケンスを受信すること
と、
　タイムスケールを提供する前記コード化ビデオシーケンスによって参照されるビデオパ
ラメータセット（ＶＰＳ）シンタックス構造中の第１のシンタックス要素と、クロックテ
ィック中のユニットの数を提供する前記ＶＰＳシンタックス構造中の第２のシンタックス
要素とを含む前記コード化ビデオシーケンスについてのタイミングパラメータを受信する
ことと
　を行うように構成され、前記ＶＰＳシンタックス構造中に前記第１および第２のシンタ
ックス要素が含まれる場合、前記ＶＰＳシンタックス構造は、復号順序で、前記コード化
ビデオシーケンス中の第１のピクチャではない、前記コード化ビデオシーケンス中の各ピ
クチャについてのピクチャ順序カウント（ＰＯＣ）値が、前記コード化ビデオシーケンス
中の前記第１のピクチャの出力時間に関して、ピクチャの出力時間に比例するかどうかを
示すフラグを含み、
　シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）シンタックス構造中に前記第１および第２のシ
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ンタックス要素を含む場合、前記ＳＰＳシンタックス構造は、前記フラグを含む、
　デバイス。
【請求項１８】
　前記コード化ビデオシーケンスについての前記タイミングパラメータを受信するために
、前記プロセッサは、前記タイムスケールとクロックティック中の前記ユニットの数とを
、前記ＶＰＳシンタックス構造中で受信することを行うようにさらに構成される、
請求項１７に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第１のシンタックス要素は、vps_time_scaleシン
タックス要素を備え、前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第２のシンタックス要素は、
vps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記コード化ビデオシーケンスについての前記タイミングパラメータを受信するために
、前記プロセッサは、前記タイムスケールとクロックティック中の前記ユニットの数とを
、前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中で受信することを行うようにさらに構成
される、
請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前記第１のシンタックス要素は、sps_
time_scaleシンタックス要素を備え、前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前
記第２のシンタックス要素は、sps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項２０に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第１および第２のシンタックス要素は、前記ＶＰ
Ｓシンタックス構造に組み込まれた、仮想参照復号器（ＨＲＤ）パラメータのシンタック
ス構造中でシグナリングされない、
請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前記第１および第２のシンタックス要
素は、前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部に組み込まれた、仮想参照復号器（Ｈ
ＲＤ）パラメータのシンタックス構造中でシグナリングされない、
請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記コード化ビデオシーケンスを受信するために、前記プロセッサは、前記符号化ピク
チャの表現を形成するビットのシーケンスを備えるコード化ビットストリームを受信する
ことを行うようにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記タイムスケールおよびクロックティック中の前記ユニットの数
によって少なくとも部分的に定義される、コード化ピクチャバッファおよび復号ピクチャ
バッファのビデオバッファリングモデルへの、前記コード化ビットストリームの準拠を検
証することを行うようにさらに構成される、
請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２５】
　前記タイミングパラメータは、仮想参照復号動作についてのタイミングパラメータを備
える、
請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２６】
　ビデオデータを符号化するためのデバイスであって、
　プロセッサを備え、前記プロセッサは、
　符号化ピクチャを備えるコード化ビデオシーケンスを生成するように、ビデオシーケン
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スのピクチャを符号化することと、
　タイムスケールを提供する前記コード化ビデオシーケンスによって参照されるビデオパ
ラメータセット（ＶＰＳ）シンタックス構造中の第１のシンタックス要素と、クロックテ
ィック中のユニットの数を提供する前記ＶＰＳシンタックス構造中の第２のシンタックス
要素とを少なくとも部分的にシグナリングすることによって、前記コード化ビデオシーケ
ンスについてのタイミングパラメータをシグナリングすることと
を行うように構成され、前記ＶＰＳシンタックス構造中に前記第１および第２のシンタッ
クス要素が含まれる場合、前記ＶＰＳシンタックス構造は、復号順序で、前記コード化ビ
デオシーケンス中の第１のピクチャではない、前記コード化ビデオシーケンス中の各ピク
チャについてのピクチャ順序カウント（ＰＯＣ）値が、前記コード化ビデオシーケンス中
の前記第１のピクチャの出力時間に関して、ピクチャの出力時間に比例するかどうかを示
すフラグを含み、
　シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）シンタックス構造中に前記第１および第２のシ
ンタックス要素を含む場合、前記ＳＰＳシンタックス構造は、前記フラグを含む、
　デバイス。
【請求項２７】
　前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第１のシンタックス要素は、vps_time_scaleシン
タックス要素を備え、前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第２のシンタックス要素は、
vps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項２６に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前記第１のシンタックス要素は、sps_
time_scaleシンタックス要素を備え、前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前
記第２のシンタックス要素は、sps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項２６に記載のデバイス。
【請求項２９】
　前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第１および第２のシンタックス要素は、前記ＶＰ
Ｓシンタックス構造に組み込まれた、仮想参照復号器（ＨＲＤ）パラメータのシンタック
ス構造中でシグナリングされない、
請求項２６に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前記第１および第２のシンタックス要
素は、前記ＳＰＳシンタックス構造に組み込まれた、仮想参照復号器（ＨＲＤ）パラメー
タのシンタックス構造中でシグナリングされない、
請求項２６に記載のデバイス。
【請求項３１】
　前記プロセッサは、前記符号化ピクチャの表現を形成するビットのシーケンスを備える
コード化ビットストリームを生成することを行うようにさらに構成され、
　前記タイミングパラメータは、前記コード化ビットストリームの準拠を検証するための
、コード化ピクチャバッファおよび復号ピクチャバッファのビデオバッファリングモデル
を少なくとも部分的に定義する、
請求項２６に記載のデバイス。
【請求項３２】
　前記タイミングパラメータは、仮想参照復号動作についてのタイミングパラメータを備
える、
請求項２６に記載のデバイス。
【請求項３３】
　ビデオデータを処理するためのデバイスであって、
　ビデオシーケンスの符号化ピクチャを備えるコード化ビデオシーケンスを受信するため
の手段と、
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　タイムスケールを提供する前記コード化ビデオシーケンスによって参照されるビデオパ
ラメータセット（ＶＰＳ）シンタックス構造中の第１のシンタックス要素と、クロックテ
ィック中のユニットの数を提供する前記ＶＰＳシンタックス構造中の第２のシンタックス
要素とを含む前記コード化ビデオシーケンスについてのタイミングパラメータを受信する
ための手段と
を備え、前記ＶＰＳシンタックス構造中に前記第１および第２のシンタックス要素が含ま
れる場合、前記ＶＰＳシンタックス構造は、復号順序で、前記コード化ビデオシーケンス
中の第１のピクチャではない、前記コード化ビデオシーケンス中の各ピクチャについての
ピクチャ順序カウント（ＰＯＣ）値が、前記コード化ビデオシーケンス中の前記第１のピ
クチャの出力時間に関して、ピクチャの出力時間に比例するかどうかを示すフラグを含み
、
　シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）シンタックス構造中に前記第１および第２のシ
ンタックス要素を含む場合、前記ＳＰＳシンタックス構造は、前記フラグを含む、
　デバイス。
【請求項３４】
　前記コード化ビデオシーケンスについての前記タイミングパラメータを受信するための
前記手段は、前記タイムスケールとクロックティック中の前記ユニットの数とを、前記Ｖ
ＰＳシンタックス構造中で受信するための手段を備える、
請求項３３に記載のデバイス。
【請求項３５】
　前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第１のシンタックス要素は、vps_time_scaleシン
タックス要素を備え、前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第２のシンタックス要素は、
vps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項３４に記載のデバイス。
【請求項３６】
　前記コード化ビデオシーケンスについての前記タイミングパラメータを受信するための
前記手段は、前記タイムスケールとクロックティック中の前記ユニットの数とを、前記Ｓ
ＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中で受信するための手段を備える、
請求項３３に記載のデバイス。
【請求項３７】
　前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前記第１のシンタックス要素は、sps_
time_scaleシンタックス要素を備え、前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前
記第２のシンタックス要素は、sps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項３６に記載のデバイス。
【請求項３８】
　１つまたは複数のプロセッサによる実行時に、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　ビデオシーケンスの符号化ピクチャを備えるコード化ビデオシーケンスを受信すること
と、
　タイムスケールを提供する前記コード化ビデオシーケンスによって参照されるビデオパ
ラメータセット（ＶＰＳ）シンタックス構造中の第１のシンタックス要素と、クロックテ
ィック中のユニットの数を提供する前記ＶＰＳシンタックス構造中の第２のシンタックス
要素とを含む前記コード化ビデオシーケンスについてのタイミングパラメータを受信する
ことと
を行わせる命令を記憶し、前記ＶＰＳシンタックス構造中に前記第１および第２のシンタ
ックス要素が含まれる場合、前記ＶＰＳシンタックス構造は、復号順序で、前記コード化
ビデオシーケンス中の第１のピクチャではない、前記コード化ビデオシーケンス中の各ピ
クチャについてのピクチャ順序カウント（ＰＯＣ）値が、前記コード化ビデオシーケンス
中の前記第１のピクチャの出力時間に関して、ピクチャの出力時間に比例するかどうかを
示すフラグを含み、
　シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）シンタックス構造中に前記第１および第２のシ
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ンタックス要素を含む場合、前記ＳＰＳシンタックス構造は、前記フラグを含む、
　非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３９】
　前記コード化ビデオシーケンスについての前記タイミングパラメータを受信するために
、前記命令はさらに、前記１つまたは複数のプロセッサに、前記タイムスケールとクロッ
クティック中の前記ユニットの数とを、前記ＶＰＳシンタックス構造中で受信することを
行わせる、
請求項３８に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４０】
　前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第１のシンタックス要素は、vps_time_scaleシン
タックス要素を備え、前記ＶＰＳシンタックス構造中の前記第２のシンタックス要素は、
vps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項３９に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４１】
　前記コード化ビデオシーケンスについての前記タイミングパラメータを受信するために
、前記命令はさらに、前記１つまたは複数のプロセッサに、前記タイムスケールとクロッ
クティック中の前記ユニットの数とを、前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中で
受信することを行わせる、
請求項３８に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４２】
　前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前記第１のシンタックス要素は、sps_
time_scaleシンタックス要素を備え、前記ＳＰＳシンタックス構造の前記ＶＵＩ部中の前
記第２のシンタックス要素は、sps_num_units_in_tickシンタックス要素を備える、
請求項４１に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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